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瞬間撮影による帯鋸層排出状況の観察

杉 原 彦 一二巨･角 谷 和 男;ド

HikoichiSUGIHARA*andKazuoSUM王YA*:Snap-ShotObservationofBandsaw-

DustMovementsinExhausting.

鋸歯が切削を行なっている様を実際の状態で観察することは,非常な困難が予想される｡そ

れにはたとえば百万分の一秒程度のX線による瞬間撮影のごとき方法が考えられるが,現状で

は技術的に困難である｡次善 の策として,丸釦汗こついて,丸鋸の片側面を透明な板で覆って,

一側面及び前面の切削状況を瞬間火花放電露光によって,側面から写真撮影を行なう実験が行

なわれた1～4㌦

筆者 らはクセノソ管によるス トロボ光源を用いて, 約 10×10~Gsecの発光,露光を行なう

ことにより, 実際状態における帯鋸屑が, 挽材から出た瞬間- 挽材の下面附近の状態-

を,焦点距離 200mm,F3.5の望遠 レンズと接写装置を用いて,写真撮影し,帯鋸が鋸屑を

いかなる状態で掻き出して来るかを,普通帯鋸,穿孔帯鋸,両歯帯鋸について観察したので,

その結果を報告する｡本研究は1960年第10回日本木材学会大会 (旭川市)において公表したも

ので,その後実験を追加し,研究報告として印刷に付する予定てあったが,種々の都合で追加

実験未完であるので,ここに研究資料 として,その方法および得た写真の主なものを公表する

こと㌢こした｡

なお,本研究には昭和34年度,文部省科学試験研究研費の補助を受けていることを記して謝

意を表する｡

使用帯鋸盤は42吋軽便自動送材車式で,鈷速度は約 48m/secで一定であり,送材速度 (逮

り速度) も常に一定約 27m/min(90呪/分) とした｡ したがって切込み量の変化はピッチに

のみ比例することになる｡用いた錐は6吋幅20Gピッチ 1yi'′の両歯帯鋸, 片歯帯鋸および

それぞれの穿孔帯鋸,5吋23Gピッチ 7/8′′の片歯帯鋸およびそれに穿孔をほどこしたもの計

6種である｡供試材はスギの気乾材と水浸材,ヒノキ,カラマソの気乾材,アカマツの生材で

挽き幅は 4cm から 30cm にわたっている｡実験条件はすべての組合せについて行なったも

のではなく系統的にはなっていない｡ なお撮影は定速 (27mノ/min) で送材車を突込み, 約

50cm 鼻 より入ったあたりでまずシャッタ-を開き (ノミルブ)直ちに売光スヰッチのボタンを

押し,閃光させ,さらにただちにシャ､ソクーを閉じるという手法により行なった｡使用フィル

ムは 35mm の SSSである｡

撮影装置および結果を Phot0.1より Photo.36に示す｡各撮影条件はそれぞれに附記し

た通 りである｡

Photo.説明文中の記号は次のごとくである

*木材物理研究部門 Div･ofWoodPhysics,WoodRes.Inst.,KyotoUniv
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木 材 研 究 第32号 (1964)

No.1:無穿孔片歯 幅 5′′,厚さ23G,ピッチ 7/8′′

No.2:1列穿孔片歯 幅 5′′,厚さ23G, ピッチ 7/8′′

No.3:1列穿孔片歯 幅 6′′,厚さ20G, ピッチ 134'′

No.4.･2列穿孔片歯 幅 6′′,厚さ20G,ピッチ 134′′

No.5:1列穿孔両歯 幅 6′′,厚さ20G, ピッチ 1%′′

ス一気 :スギの気乾材

ス-水 :スギの水浸させた材

ヒ--気 :ヒノキの気乾材

ヒ-水 .'ヒノキの水浸させた材

力 :カラマツの気乾材

ア :アカマツの生材

最後に付した数字は挽幅 (挽高さ)を cm で表わしたもの｡ たとえば 丁でス一気-20"はス

ギ気乾材で挽高さが 20cm である｡

実験があまり系統的に行なわれていないので確言できないが,写真 より考えられることは

1)鋸屑は挽材中では相当強 く圧縮された状態でかき出されてくる｡すなわち歯茎が大気中

に出ると鋸屑は歯喉線に沿って,そしてさらにその方向に逆に飛出してくるのが見られる,,

2)生材 (または水浸材)と気乾材とでは明らかに鋸屑の飛散の状態が異なる｡

3)挽幅が大となれば歯室には明らかに多 くの鋸屑が貯えられ,穿孔も銀層掻き出しの効果

を示す｡

4)両歯の場合,背側の歯も幾分鋸屑の排出 (あるいは切削)を行なっている｡

5)穿孔の位置による鋸屑排出効果の差は必ずしも明らかではない｡
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杉原 ･角谷 :瞬間撮貫如こよる帯鋸層排出状況の観察

Photo.1.No.1,ス一気-4

Photo.3.No.1,スー気-20

Photo.5.No.1,ス-水-6

Photo.2.No.1,ス一気-14

Photo.4.No.1,スー水-4
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Photo.6.No.1,スー水-10



木 材 研 究 第32号 (1964)

Photo.7.No.1,スー水115

Photo.9.No.2,スー水-4

Photo.ll.No.2,スー水-18

Photo.8.No.1,ス-水-18

Photo.10.Ne.2,スー水-8

Photo.12.No.2.ス-気-4
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杉原 ･角谷 :瞬間撮影による帯鋸層排出状況の観察

Photo.13. No.2,ス一気-10

Photo.15.No.2,ヒ一気-20

Photo.17.No.3,ス一気-15

Photo.14.No.2,ヒ一気-15

Phcto.16.No.3,ス-気-6

Photo.18.No.3,ス一気一20
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木 材 研 究 第32号 (1964)

Photo.19.No.3,スー水-10

PhotcI.21.No.3,スt水-20

Photo.23, No.3,ヒ一気-16

Photo.20.No.3,ス～水-16

Photo.22.No.3,ヒ一気-14

Photo.24.No.5,ア-14



杉原 ･角谷 :瞬間撮影による帯鋸層排出状況の観察

Photo.25.No.4,ヒー水-4

Phoso.27.No.4,ヒ-水-20

Photo.29.No.4,ス-水-17

Photo.26.No.4,ヒー水-8

Photo.28.No.4,スー水-4

Photo.30.No.4,ヒ-水-15
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木 材 研 究 第32号 (lq64)

Photo.31.No.3,ア-27

Photo.33.No.▲1,カー30

Photo.35.撮影装置

Photo.32.No.3,7-33

Photo.34.No.2,カー30
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Photo.36.幌影装置


